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No

古
墳
・
遺
跡
名

時
代
・
特
徴
な
ど

１

塚
原
遺
跡

旧
麻
里
府
小
学
校
の
北
約
５
０
０
～

６
０
０
ｍ
の
位
置
に
所
在
。
須
恵
器

が
出
土
。

塚
原
と
い
う
地
名
か
ら
、
こ
の
遺
跡

付
近
に
古
墳
群
も
し
く
は
中
世
～
近

世
墓
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。

２

馬
島

要
害
山
城
跡

馬
島
の
北
寄
り
海
抜
標
高
１
０
９
ｍ

の
要
害
山
に
所
在
す
る
中
世
の
城

跡
。『
防
長
風
土
注
進
案
』
に
は
、

江
戸
時
代
に
殿
様
の
往
来
な
ど
が
あ

る
と
き
、
別
府
の
梶
取
山
か
ら
の
ろ

し
火
を
受
け
、
佐
合
島
（
平
生
町
）

の
遠
見
山
へ
の
ろ
し
火
を
渡
り
継
い

だ
と
の
記
録
が
あ
る
。

３

馬
島
東
浦
Ａ
遺
跡

縄
文
時
代
～
近
世

４

馬
島
東
浦
Ｂ
遺
跡

古
墳
時
代
～
近
世

５

馬
島
西
浦
Ａ
遺
跡

古
墳
時
代
～
近
世

６

馬
島
西
浦
Ｂ
遺
跡

古
墳
時
代
～
近
世

７

馬
島

大
浦
浜
塩
田
跡

江
戸
時
代
に
、
毛
利
藩
の
四
白
政

策
（
米
・
塩
・
紙
・
蝋
）
の
一
つ
で

あ
る
塩
の
生
産
が
藩
内
で
行
わ
れ
た

が
、
当
地
で
も
そ
の
痕
跡
が
残
っ
て

い
る
。

　
現
在
、
麻
里
府
公
民
館
区
域
内
で
は
『
遺
跡
』
が
７
ヶ
所
確
認

さ
れ
、
時
代
も
、
縄
文
～
江
戸
時
代
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
区
域
内
で
の
踏
査
（
※
）
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

現
在
、
行
っ
て
い
る
発
掘
な
ど
が
終
了
し
た
後
に
調
査
す
る
予
定

で
す
。

※
踏
査
と
は
、
エ
リ
ア
を
決
め
、
実
際
に
現
地
を
歩
い
て
遺
物
や

遺
跡
の
確
認
を
す
る
こ
と
で
す
。

問社会教育課　☎ 25-3185
麻里府公民館区域内の遺跡を紹介します

　
遺
跡
発
掘
現
場
リ
ポ
ー
ト

　
平
成
29
年
度
に
行
わ
れ
た
調
査
の
う

ち
、
麻
郷
奥
所
在
の
三
坪
遺
跡
の
発
掘

調
査
に
つ
い
て
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■
三
坪
遺
跡

　
　
三
坪
遺
跡
は
、
麻
郷
奥
奈
良
地
区

に
あ
り
ま
す
。

　
　
ほ
場
整
備
事
業
の
実
施
に
よ
り
削

平
さ
れ
て
し
ま
う
な
ど
、
影
響
の
大

き
な
場
所
の
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
調
査
の
結
果
、『
竪
穴
建

物
』、『
掘
立
柱
建
物
』
な
ど
多
く
の

遺
構
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
調
査
地

か
ら
発
見
さ
れ
た
遺
物
は
、『
縄
文・

弥
生
土
器
』、『
石
器
類
』、
別
個
体

で
す
が
、
町
内
４
例
目
と
な
る
『
分

銅
型
土
製
品
』
の
顔
と
胴
体
の
部
分

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
遺
跡

は
、
少
な
く
と
も
縄
文
時
代
晩
期
～

中
世
ご
ろ
に
一
定
の
集
落
が
形
成
さ

れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。


